
健康保険組合連合会は、医療保険制度改革への理解を深めることを目的としてショートムービ

ー「健保寄席」を制作し、９月２０日（月・祝）「敬老の日」から公開いたしました。

「健保寄席」の噺の中に、後期高齢者の医療費窓口負担引き上げの必要性や２０２２年危機な

ど関連する情報を盛り込み、制度改革への理解を促す内容となっています。

記

１．ショートムービー 落語家の柳家喬太郎師匠による「健保寄席」（全二席）

■一席目「酒と恩返し」 テーマ：後期高齢者医療費の窓口負担引き上げ久しぶりに入った行

きつけの居酒屋。喜寿を迎えた客（主人公）が、知り合いの若い客と世間話を始めます。医

療費の窓口負担引き上げに文句を言う主人公に対し、その必要性を説く若い客。さらに、居

酒屋の若い板前から、店主の意外な取り組みを聞かされ・・・。

■二席目「ばあちゃんとスマホ」 テーマ：かかりつけ医によるオンライン診療コロナ禍で通院

をためらう高齢の主人公。そこへ、商品を配送に来た顔馴染みの女性スタッフから、オンライ

ン診療を勧められます。実はスマホの某アプリにはまっている主人公。スマホでできるならと、

かかりつけ医によるオンライン診療に興味を示すのですが・・・。

２．専用ウェブサイトについて

新たに専用ウェブサイト（https://www.kenpoyose.com/）を開設します。

ＱRコードはこちら→


